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要 約 

本論では，サーバを持たずに複数端末間で同時且つ即時に地震動情報の共有を可能にする

方法としてマルチキャスト方式の通信方法に着目し，高密度の地震動把握及び個別建物の

建物応答，室内被害の把握を目的として，ノートパソコン内蔵加速度センサーとマルチキ

ャストによる即時震度情報収集システムを開発した．本システムでは，マルチキャストの

特性を生かして新たに誤検知情報の処理方法及び地震データの正規化機能，端末間の存在

通知機能を開発した．そして，加速度センサーの性能実験及び振動時のノートPCの挙動確

認試験，マルチキャストの配信実験から本システムの有用性を示した． 
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